
正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

二
〇
五
上
九
〜一
〇
及
び
同
条
中
「
地

方
環
境
事
務
所
」

を
「
地
方
環
境
局

」
に
、
同
条
中

中
「
地
方
環
境
事

務
所
」
を
「
地
方

環
境
局
」
に
、
同

条
中
「
地
方
環
境

事
務
所
に
つ
い
て

は
」
を
「
地
方
環

境
局
に
つ
い
て
は

」
に
、

令和年月日 木曜日 第号官 報

令
和
八
年
六
月
三
十
日
（
号
外
第
百
四
十
四
号
）
公
布

環
境
省
令
第
十
九
号
（
環
境
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
環
境
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す

る
省
令
）

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
二
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

岡
山
県
井
原
市
上
出
部
町
四
三
一
番
地
の
三

井
原
精
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役

上
野

和
彦

株
式
譲
渡
制
限
設
定
に
つ
き
株
券
提
出
公
告

当
社
は
、
定
款
を
変
更
し
て
譲
渡
に
よ
る
株
式
の
取
得

に
つ
き
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
め
を
設
け
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
株
券
を
所
有
す
る

方
は
、
株
券
提
出
日
で
あ
る
令
和
八
年
十
二
月
八
日
ま
で

に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
目
黒
区
自
由
が
丘
一
丁
目
二
九
番
四
号

株
式
会
社
イ
ケ
ダ

代
表
取
締
役

池
田

善
次

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
冨
田
健

二
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。令

和
八
年
十
一
月
五
日

神
奈
川
県
鎌
倉
市
高
野
二
六
番
地
一

ｅ
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
Ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
，
Ｉ
ｎ

ｃ
．

日
本
に
お
け
る
代
表
者

冨
田

健
二

合
併
公
告
及
び
組
織
変
更
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
甲
は
こ
の
合
併
の
効
力
発
生
を
停
止
条
件
と
し

て
合
同
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
リ
ソ
ー
シ
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
合
同

会
社
と
し
ま
す
。

こ
の
合
併
及
び
組
織
変
更
の
効
力
発
生
日
は
令
和
九
年

一
月
一
日
で
す
。

こ
の
合
併
又
は
組
織
変
更
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

一
九
六
頁
（
号
外
第
一
四
二
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

一
二
五
頁
（
号
外
第
一
四
二
号
）

（
丙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
二
日

掲
載
頁

九
十
六
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

令
和
八
年
十
一
月
五
日

横
浜
市
中
区
桜
木
町
一
丁
目
一
番
地
八

（
甲
）
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
不
動
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
本

大
治

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
一
号

（
乙
）
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
総
研
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
本

大
治

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
四
番
二
号

（
丙
）
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
株
式

会
社

代
表
取
締
役

山
本

大
治

債
権
申
出
の
公
告

当
社
は
、
平
成
十
八
年
七
月
十
四
日
午
後
五
時
大
阪
地

方
裁
判
所
の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
に
よ
り
解
散
し
、
平

成
十
八
年
十
一
月
十
五
日
大
阪
地
方
裁
判
所
の
費
用
不
足

に
よ
る
破
産
手
続
廃
止
の
決
定
が
確
定
し
ま
し
た
が
、
残

余
財
産
の
清
算
の
た
め
、
令
和
八
年
二
月
九
日
、
神
戸
地

方
裁
判
所
（
令
和
六
年
（
ヒ
）
第
二
十
一
号
）
よ
り
、
当

職
が
清
算
人
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か

ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
右
記
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
二
丁
目
九
番
一
号

六
〇

一
Ａ

島
産
業
株
式
会
社

代
表
清
算
人

弁
護
士

米
田

耕
士

連
絡
先

神
戸
市
中
央
区
多
聞
通
二
丁
目
一
番
七

号
法
友
会
館
四
階

多
聞
法
律
事
務
所

債
権
申
出
の
公
告
（
第
三
回
）

当
社
規
約
型
企
業
年
金
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
に

確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
八
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
該

当
し
た
こ
と
に
よ
り
終
了
し
た
の
で
、
当
社
規
約
型
企
業

年
金
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
第
一
回
公
告
掲
載
（
令
和

八
年
十
月
二
十
二
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清

算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
八
王
子
市
滝
山
町
二
丁
目
三
五
一
番
地

株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
ア
ル
プ
ス

規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

榎
本
太
一
郎

訂
正
公
告

令
和
八
年
十
月
十
六
日（
号
外
第
二
二
八
号
一
七
四
頁
）

掲
載
の
国
立
大
学
法
人
東
京
学
芸
大
学
令
和
七
事
業
年
度

財
務
諸
表
に
関
す
る
公
告
中
、「
学
長

國
分

充
」
と

あ
る
は
「
学
長

佐
々
木
幸
寿
」
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

東
京
都
小
金
井
市
貫
井
北
町
四
丁
目
一
番
一
号

国
立
大
学
法
人
東
京
学
芸
大
学

学
長

佐
々
木
幸
寿


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